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特別活動（ＬＨＲ）学習ワークシート【事前学習】 

             

テーマ 「小学生のスマートフォン（携帯電話）の使用を禁止すべきか」 

 

※ いろいろな視点に立って、その是非について考えよう。 

例：10 代～60 代、子ども・親、生徒・教員、消費者・生産者等 

 

肯定側 

 理由 予想される反論 反論への反論 

１    

２    

３    

４    

５    

 

 

否定側 

 理由 予想される反論 反論への反論 

１    

２    

３    

４    

５    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークシート 
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特別活動（ＬＨＲ）学習ワークシート【振り返り】 

 

テーマ 「小学生のスマートフォン【携帯電話】の使用を禁止すべきか」 

 

※ 誰の立場を優先すべきか、全体（公共の利益）を実現するために望ましいことは何か。

などを考慮しながら結論を導こう。 

 

班の結論 肯定  否定   

主たる理由    

（２つ）    

 

☆まとめ 以下の点に注意して、話し合いの時の態度を振り返ろう。 

１ 不十分であった。２ やや不十分であった。３ まあまあできた。 

４ よくできた。 

話し合いに積極的に参加できた。 １     ２     ３     ４ 

色々な観点から考えることができた。 １     ２     ３     ４ 

冷静に根拠のある主張ができた。 １     ２     ３     ４ 

対立する相手の主張を十分に理解することができた。 １     ２     ３     ４ 

班員全体で協力して結論をだすことができた。 １     ２     ３     ４ 

他の班の意見を聞いて考えが広がった。 １     ２     ３     ４ 

 

☆この学習の感想 
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公民科 実践事例【議論する】〔公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         現代の諸課題（家族/人類の福祉/正義と公正） 

３ ね ら い    正解が一つに定まらない様々な課題を、これまでに習得した知識を活かしながら、 

            他者と話し合い、自分の意見を適切に述べ、さらに他人の意見に耳を傾け尊重する 

              ことが出来るようになる。    

４ 本時の目標   クラス対抗のディベートを行い、様々な諸課題について議論する。ディベートの準 

         備段階で、クラス内でのディスカッションを通じて合意形成の手法を経験し、ディ 

            ベートでは相手に論理的に自分の考えを伝えることで、多面的、論理的な思考力を 

              養う。 

  【ディベートテーマ】 

   (1)日本は夫婦別姓選択制を法的に導入すべき（関連項目：家族） 

   (2)日本は消費税を 25%まで引き上げるべき（関連項目：人類の福祉/正義と公正） 

５ 本時の展開（1 時間にディベート 2 本） 

過
程

指導

内容 
学習活動 

指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

本
時
の
内
容
把
握 

本 時 の 流 れ を 全 員 で 確 認 す る 。  

ディベートの注意事項や進行の仕方を司会の生徒から伝える。 

ディベートの進行（司会 2 名、タイムキーパー2 名）はすべて生徒

が行い、ジャッジは生徒 4 名と教諭 1 名の計 5 名で行い、過半数

の票を獲得した方を勝ちとする。 

一 斉 ・授 業 開 始 ま で に 、各

自 の 役 割 の 位 置 に

つ い て お く よ う に

指 示 し て お く 。  

・ 司会者用台本を準備し

ておく。 

 

 

展  

 

 

 

 

 

 

開  

デ
ィ
ベ
ー
ト
（
２
本
） 

①賛成側立論 2 分 

②反対側 1 分の作戦タイム→1 分の反対尋問 

③反対側立論 2 分  

④賛成側 1 分の作戦タイム→1 分の反対尋問 

⑤両側作戦タイム 1 分 

⑥反対側反駁 2 分 

⑦賛成側反駁 2 分 

⑧両側作戦タイム 1 分 

⑨反対側反駁 2 分 

⑩賛成側反駁 2 分 

⑪ジャッジ １分 ⇒ 判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・司 会 進 行 の 補 助 を 行

う 。  

・ 反 駁 が 難 し い た め 、

作 戦 タ イ ム の 際 、 そ

の 後 の 展 開 に つ い

て 、 両 側 そ れ ぞ れ に

助 言 を 行 う 。  

・デ ィ ベ ー ト を 見 て い

る 生 徒 の 態 度 に も 留

意 し 、 不 必 要 な 発 言

や 行 動 に は 注 意 を 払

う 。  

ワ ー

ク シ

ー ト  

 

デ ィ

ベ ー

ト の

書 記

は フ

ロ ー

シ ー

ト  

ま 

と 

め 

振  

り  

返  

り  

ジ ャ ッ ジ 教 員 か ら の 講 評  

担 当 教 員 か ら の ま と め  

 ・自 分 の 意 見 だ け で な

く 、討 論 す る こ と で 、

考 え を 深 め る こ と が

で き る と い う こ と に

気 付 か せ る 。  
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◆授業計画（5 時間） 

1 時間 1.今回のテーマについて賛成か反対かの意思表示を行わせる。 

     2.クラス内で１つのテーマを賛成 2 グループ、反対 2 グループに分けて、クラスを 8 つの 

           グループに分けて準備。（班分けはくじ引き） 

グループごとに、バタフライチャート（出典：玉川学園『学びの技』を参照）を用いて

賛成・反対の意見を整理し、ディベートの立論シート（反論を踏まえた根拠を考える）

を作成する。 

1 時間 クラス内ディスカッションを実施し、クラスの中で意見交流、統一を行う。 

1 時間 ディベートに向けて最終準備。 

2 時間 クラス対抗ディベートとまとめ。（本時） 

  

 

ジャッジペーパー 

テーマ： 
採点基準 各５点満点 

（説得力の部分は×２点） 計 25 点 
賛成 （  ）組 反対 （  ）組 

説得力（論理性、根拠、準備）   

発表態度（表現力［声の大きさ、丁寧さ］）   

チームワーク（全員の参加、班内での合意形

成） 
  

時間配分（時間余り、浪費）   

合計
  

 
◆点数の目安 
・非常に良くできていた ５点  
・まあまあ良くできていた ４点  
・ふつう ３点 
・あまりよくできていなかった ２点   
・まったくよくなかった １点 
 

資料・ワークシート 

★ 論 題 が 難 し い 場 合 は 、 デ ィ ベ ー ト に 慣 れ て か ら 行 う 方 が 効 果 的 で あ る 。 本 校 で は 、 前 ３ 時 間

を 使 っ て 、取 り 組 み や す い テ ー マ（ ① 高 校 に 携 帯 電 話 を 持 ち 込 む べ き か ② 高 校 に 制 服 は 必 要 で

あ る か ③ 寝 具 は 布 団 か ベ ッ ド か ）で デ ィ ベ ー ト を 行 っ た 後 、本 テ ー マ で の デ ィ ベ ー ト 活 動 を 行

っ た 。  
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公民科 実践事例【議論する】〔公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         現代の諸課題（家族/人類の福祉/正義と公正） 

３ ね ら い    正解が一つに定まらない様々な課題を、これまでに習得した知識を活かしながら、 

            他者と話し合い、自分の意見を適切に述べ、さらに他人の意見に耳を傾け尊重する 

              ことが出来るようになる。    

４ 本時の目標   クラス対抗のディベートを行い、様々な諸課題について議論する。ディベートの準 

         備段階で、クラス内でのディスカッションを通じて合意形成の手法を経験し、ディ 

            ベートでは相手に論理的に自分の考えを伝えることで、多面的、論理的な思考力を 

              養う。 

  【ディベートテーマ】 

   (1)日本は夫婦別姓選択制を法的に導入すべき（関連項目：家族） 

   (2)日本は消費税を 25%まで引き上げるべき（関連項目：人類の福祉/正義と公正） 

５ 本時の展開（1 時間にディベート 2 本） 

過
程

指導

内容 
学習活動 

指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

本
時
の
内
容
把
握 

本 時 の 流 れ を 全 員 で 確 認 す る 。  

ディベートの注意事項や進行の仕方を司会の生徒から伝える。 

ディベートの進行（司会 2 名、タイムキーパー2 名）はすべて生徒

が行い、ジャッジは生徒 4 名と教諭 1 名の計 5 名で行い、過半数

の票を獲得した方を勝ちとする。 

一 斉 ・授 業 開 始 ま で に 、各

自 の 役 割 の 位 置 に

つ い て お く よ う に

指 示 し て お く 。  

・ 司会者用台本を準備し

ておく。 

 

 

展  

 

 

 

 

 

 

開  

デ
ィ
ベ
ー
ト
（
２
本
） 

①賛成側立論 2 分 

②反対側 1 分の作戦タイム→1 分の反対尋問 

③反対側立論 2 分  

④賛成側 1 分の作戦タイム→1 分の反対尋問 

⑤両側作戦タイム 1 分 

⑥反対側反駁 2 分 

⑦賛成側反駁 2 分 

⑧両側作戦タイム 1 分 

⑨反対側反駁 2 分 

⑩賛成側反駁 2 分 

⑪ジャッジ １分 ⇒ 判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・司 会 進 行 の 補 助 を 行

う 。  

・ 反 駁 が 難 し い た め 、

作 戦 タ イ ム の 際 、 そ

の 後 の 展 開 に つ い

て 、 両 側 そ れ ぞ れ に

助 言 を 行 う 。  

・デ ィ ベ ー ト を 見 て い

る 生 徒 の 態 度 に も 留

意 し 、 不 必 要 な 発 言

や 行 動 に は 注 意 を 払

う 。  

ワ ー

ク シ

ー ト  

 

デ ィ

ベ ー

ト の

書 記

は フ

ロ ー

シ ー

ト  

ま 

と 

め 

振  

り  

返  

り  

ジ ャ ッ ジ 教 員 か ら の 講 評  

担 当 教 員 か ら の ま と め  

 ・自 分 の 意 見 だ け で な

く 、討 論 す る こ と で 、

考 え を 深 め る こ と が

で き る と い う こ と に

気 付 か せ る 。  
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◆授業計画（5 時間） 

1 時間 1.今回のテーマについて賛成か反対かの意思表示を行わせる。 

     2.クラス内で１つのテーマを賛成 2 グループ、反対 2 グループに分けて、クラスを 8 つの 

           グループに分けて準備。（班分けはくじ引き） 

グループごとに、バタフライチャート（出典：玉川学園『学びの技』を参照）を用いて

賛成・反対の意見を整理し、ディベートの立論シート（反論を踏まえた根拠を考える）

を作成する。 

1 時間 クラス内ディスカッションを実施し、クラスの中で意見交流、統一を行う。 

1 時間 ディベートに向けて最終準備。 

2 時間 クラス対抗ディベートとまとめ。（本時） 

  

 

ジャッジペーパー 

テーマ： 
採点基準 各５点満点 

（説得力の部分は×２点） 計 25 点 
賛成 （  ）組 反対 （  ）組 

説得力（論理性、根拠、準備）   

発表態度（表現力［声の大きさ、丁寧さ］）   

チームワーク（全員の参加、班内での合意形

成） 
  

時間配分（時間余り、浪費）   

合計
  

 
◆点数の目安 
・非常に良くできていた ５点  
・まあまあ良くできていた ４点  
・ふつう ３点 
・あまりよくできていなかった ２点   
・まったくよくなかった １点 
 

資料・ワークシート 

★ 論 題 が 難 し い 場 合 は 、 デ ィ ベ ー ト に 慣 れ て か ら 行 う 方 が 効 果 的 で あ る 。 本 校 で は 、 前 ３ 時 間

を 使 っ て 、取 り 組 み や す い テ ー マ（ ① 高 校 に 携 帯 電 話 を 持 ち 込 む べ き か ② 高 校 に 制 服 は 必 要 で

あ る か ③ 寝 具 は 布 団 か ベ ッ ド か ）で デ ィ ベ ー ト を 行 っ た 後 、本 テ ー マ で の デ ィ ベ ー ト 活 動 を 行

っ た 。  
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自己評価シート（      番/氏名：              ） 

ディベート（対   組）の自己評価シート 

 

①自分が果たした役割、関わったことに〇をつけよう（複数 OK） 

（議長 ・ タイムキーパー ・ ジャッジ ・ 書記 ・ 立論発表  ・ 反対尋問  ・ 反駁 ） 

 

②自己評価 （４～６はディベート発表を行ったグループのみ） 

１ ディベートまでの時間、準備をきちんと

行うことができた。 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

２ 意見を冷静に聞き、判断することができ

た。 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

 

３ 意見を述べていない際も、有意義な時間

  を過ごすことができた。 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

 

４ グループ全員が協力してディベートに臨

むことができた 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

５ 発表の際は、声の大きさや丁寧さに気を

付けることができた 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

６ 持ち時間を有意義に使うことができた  ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

 

                        〔５（よくできた）→ １よくなかった〕 

 

 

③ベストディベ—タ—を一人挙げるなら？（   組              さん） 

               ［理由：                         ］ 

 

④ディベート活動で身についたことは？（複数 OK） 

（ 話し方 ・ コミュニケーション ・ 分析力 ・ 討論の仕方 ・ まとめ方 ・ 調査力 

  判断力 ・ 傾聴力  ・ 論理的思考力 ・ その他［                ］） 

 

⑤今後、社会人として必要な能力とはどのようなものだと思いますか。 

 

 

 

 

⑥感想 
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公民科 実践事例【判断する】〔ルール、公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         法の支配と権力分立 

３ ねらい      法による支配の在り方の探究を通じて、論理的思考力や現実社会の諸課題について 

         多面的多角的に考察し、公正に判断する力を身に付け、公共的な事柄に自ら参画し 

         ようとする意欲や態度を形成する。 

４ 本時の目標   法の支配と権力分立の必要性を理解することができる。また、ルール作りとその執 

         行を体験するなかで、公正に判断する力を身に付けることができる。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導
入 

本時の
内容把
握 

○本時の課題「法の支配がなぜ必要なのか」
について確認し、学習に興味を持つ。 

  

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

法の予見

可能性 

 

 

 

 

 

 

法の一般

性 

 

 

 

権力分立

の意義 

○幾つかのあまり知られていない違法行為

について知り、法があらかじめ示されて

いることの重要性に気付く。 

 

 

 

 

 

○シミュレーションを通じ、法の一般性(法

が全ての人に等しく適用されること）が

平等性を保障することを理解する。 

 ・遅刻を無くすためにどのようなルール

が必要かを判断する。 

 ・遅刻した状況をふまえて、ルールを適

用するかどうかを判断する。 

○ルールの適用を見送るような状況を考え、

法やルールを作った者と適用する者が同

じであれば、悪意がなくても法やルール

を曲げてしまうことがあるということに

気付き、権力分立の必要性を理解する。

 ・法で禁止されている

こと以外は基本的

には自由であるこ

とを示す。 

 

 

 

 

・法やルールは、作成

者を含めて全ての

人に平等に適用さ

れることに気付か

せる。 

 

 

・権力の集中が恣意的

な政治を招くこと、

それを防ぐために

権力分立が必要な

ことを理解させる。

ワー

クシ

ート

ま

と

め 

 

法の支

配と権

力分立

の必要

性の確

認 

○法が明示 され、すべ ての人に適 用され る

ことで 、個 人の自 由と 平等が 守ら れる こ

と、そ のた めには 、法 を作る 権力 と実 行

する権 力が 分けら れる 必要が ある こと を

振り返る。 

 

 ・法の支配を確かなもの

  にするためには権力 

分立が必要であるこ 

とを押さえておく。 

 

 

文化祭に向けた自主的な学級活動での遅刻をなくすため、自分がリーダーだっ

たらどんなルールを作るか。また、どんな人にも、どんな状況でもルールを適

用するか、しない場合はあるか、それはなぜか。 
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自己評価シート（      番/氏名：              ） 

ディベート（対   組）の自己評価シート 

 

①自分が果たした役割、関わったことに〇をつけよう（複数 OK） 

（議長 ・ タイムキーパー ・ ジャッジ ・ 書記 ・ 立論発表  ・ 反対尋問  ・ 反駁 ） 

 

②自己評価 （４～６はディベート発表を行ったグループのみ） 

１ ディベートまでの時間、準備をきちんと

行うことができた。 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

２ 意見を冷静に聞き、判断することができ

た。 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

 

３ 意見を述べていない際も、有意義な時間

  を過ごすことができた。 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

 

４ グループ全員が協力してディベートに臨

むことができた 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

５ 発表の際は、声の大きさや丁寧さに気を

付けることができた 

 ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

６ 持ち時間を有意義に使うことができた  ５  ・  ４  ・  ３  ・  ２  ・ １

 

                        〔５（よくできた）→ １よくなかった〕 

 

 

③ベストディベ—タ—を一人挙げるなら？（   組              さん） 

               ［理由：                         ］ 

 

④ディベート活動で身についたことは？（複数 OK） 

（ 話し方 ・ コミュニケーション ・ 分析力 ・ 討論の仕方 ・ まとめ方 ・ 調査力 

  判断力 ・ 傾聴力  ・ 論理的思考力 ・ その他［                ］） 

 

⑤今後、社会人として必要な能力とはどのようなものだと思いますか。 

 

 

 

 

⑥感想 
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公民科 実践事例【判断する】〔ルール、公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         法の支配と権力分立 

３ ねらい      法による支配の在り方の探究を通じて、論理的思考力や現実社会の諸課題について 

         多面的多角的に考察し、公正に判断する力を身に付け、公共的な事柄に自ら参画し 

         ようとする意欲や態度を形成する。 

４ 本時の目標   法の支配と権力分立の必要性を理解することができる。また、ルール作りとその執 

         行を体験するなかで、公正に判断する力を身に付けることができる。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導
入 

本時の
内容把
握 

○本時の課題「法の支配がなぜ必要なのか」
について確認し、学習に興味を持つ。 

  

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

法の予見

可能性 

 

 

 

 

 

 

法の一般

性 

 

 

 

権力分立

の意義 

○幾つかのあまり知られていない違法行為

について知り、法があらかじめ示されて

いることの重要性に気付く。 

 

 

 

 

 

○シミュレーションを通じ、法の一般性(法

が全ての人に等しく適用されること）が

平等性を保障することを理解する。 

 ・遅刻を無くすためにどのようなルール

が必要かを判断する。 

 ・遅刻した状況をふまえて、ルールを適

用するかどうかを判断する。 

○ルールの適用を見送るような状況を考え、

法やルールを作った者と適用する者が同

じであれば、悪意がなくても法やルール

を曲げてしまうことがあるということに

気付き、権力分立の必要性を理解する。

 ・法で禁止されている

こと以外は基本的

には自由であるこ

とを示す。 

 

 

 

 

・法やルールは、作成

者を含めて全ての

人に平等に適用さ

れることに気付か

せる。 

 

 

・権力の集中が恣意的

な政治を招くこと、

それを防ぐために

権力分立が必要な

ことを理解させる。

ワー

クシ

ート

ま

と

め 

 

法の支

配と権

力分立

の必要

性の確

認 

○法が明示 され、すべ ての人に適 用され る

ことで 、個 人の自 由と 平等が 守ら れる こ

と、そ のた めには 、法 を作る 権力 と実 行

する権 力が 分けら れる 必要が ある こと を

振り返る。 

 

 ・法の支配を確かなもの

  にするためには権力 

分立が必要であるこ 

とを押さえておく。 

 

 

文化祭に向けた自主的な学級活動での遅刻をなくすため、自分がリーダーだっ

たらどんなルールを作るか。また、どんな人にも、どんな状況でもルールを適

用するか、しない場合はあるか、それはなぜか。 
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法の支配と権力分立について考えてみよう 

１．法と自由 

  課題① 次の行為のうち、罪になるものはどれか。 

ア 並んでいる列に割り込む     イ つり銭を多く貰ったことに気付いたの 

に黙っている 

ウ 家族に伝えず南極探検に行く   エ 決闘を申し込む 

 
２．法と平等性 

課題② 夏休みに文化祭の準備のためクラスで集合した。しかし、遅刻をする人が多く、クラスリ

ーダーのあなたは困っている。あなたはどんなルールを作れば遅刻がなくなると思うか。次

の文章の空欄【Ⅰ   】【Ⅱ   】に入る語を、下のア～エから１つずつ選び、ルール

を完成させよう。 
 
  
 

ア 許される          イ 全員の前で謝罪する   

ウ 居残り作業を１時間する   エ 罰金１万円を払う 

 

課題③ ２の課題②で決めたルールを実行させ、それをチェックするのはリーダーのあなたである。

次の場合、あなたはルールを適用するか、しないか、それともルールを変更するか。その場

合クラスメートにどのように説明するか。 

    ア 一緒に登校している友人の自転車がパンクしたため遅刻した。 

    イ 自分が昨夜文化祭の小道具を遅くまで作っていて、寝坊した。 

 あなたの対応 クラスメートへの説明 
ア ・適用する  

・適用しない 
・ルールを変更する 

 
 
 

イ ・適用する  
・適用しない 
・ルールを変更する 

 
 
 

 
３．権力分立 
  課題④ ２の課題③でルールを曲げてしまう場合の原因は何か。 

 
 
 

 

 

ワークシート 

原因 
 
 
 

ルール：遅刻をした人は【Ⅰ      】こととする。ただし、自分が、病気になるか、

事故にあうか、事件に巻き込まれた場合は【Ⅱ     】こととする。 
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公民科 実践事例【実践する】〔公平・公正、責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         模擬市長選挙 

３ ね ら い    政治参加の在り方の探究を通じて、論理的思考力や現実社会の諸課題について多面 

         的・多角的に考察し、公正に判断する力を身に付け、公共的な事柄に自ら参画しよ 

         うとする意欲や態度を形成する。 

４ 本時の目標   架空の模擬選挙を体験し、自治体の情報と候補者の公約を総合的に考え、議論する 

         なかで、投票の際に公正に判断する力を身に付ける。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導

入 

めあて ○模擬選挙を通じて公約の検討・投票の体

験を行うことを確認する。 

一斉   

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

市の認識 

 

候補者の

公約の検

討 

 

 

 

 

 

意思決定 

 

投票体験 

○架空の○○市の情報を得て、市民として

の感覚を得る。 

○市長候補３人の、それぞれの「財政・経

済」「まちづくり」「社会福祉」分野の公

約を検討する。 

 ・自分自身の考えと照らして考える。 

 ・候補者の模擬演説を聞いて考える。 

 ・グループで意見交換し、自分の考えを

見直す。 

 

○投票する候補者を決める。 

 

○模擬投票を行う。 

一斉

 

個別

のち

グル

ープ

 

 

 

 

個別

 

一斉

・絵地図であらましを

説明する 

・公約の検討の際には

「自分にとっての

利益、まち全体の利

益、利益・負担の公

平性、公約の争点、

公約実現のための

費用」の視点から考

えるよう促す。 

・合理的な理由を考え

させる。 

・合理的な理由を考え

させる。 

・資料

 

・ワー

クシ

ート

ま

と

め 

 

振り返

り 

○模擬選挙 の活動を通 じて感じた こと、 考

えたことをまとめる。 

一斉 ・本時の活動を通じて感

 じたこと、わかったこ

とを振り返らせる。 
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ーダーのあなたは困っている。あなたはどんなルールを作れば遅刻がなくなると思うか。次

の文章の空欄【Ⅰ   】【Ⅱ   】に入る語を、下のア～エから１つずつ選び、ルール

を完成させよう。 
 
  
 

ア 許される          イ 全員の前で謝罪する   

ウ 居残り作業を１時間する   エ 罰金１万円を払う 

 

課題③ ２の課題②で決めたルールを実行させ、それをチェックするのはリーダーのあなたである。

次の場合、あなたはルールを適用するか、しないか、それともルールを変更するか。その場

合クラスメートにどのように説明するか。 

    ア 一緒に登校している友人の自転車がパンクしたため遅刻した。 
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ア ・適用する  

・適用しない 
・ルールを変更する 
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３．権力分立 
  課題④ ２の課題③でルールを曲げてしまう場合の原因は何か。 

 
 
 

 

 

ワークシート 

原因 
 
 
 

ルール：遅刻をした人は【Ⅰ      】こととする。ただし、自分が、病気になるか、

事故にあうか、事件に巻き込まれた場合は【Ⅱ     】こととする。 
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公民科 実践事例【実践する】〔公平・公正、責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         模擬市長選挙 

３ ね ら い    政治参加の在り方の探究を通じて、論理的思考力や現実社会の諸課題について多面 

         的・多角的に考察し、公正に判断する力を身に付け、公共的な事柄に自ら参画しよ 

         うとする意欲や態度を形成する。 

４ 本時の目標   架空の模擬選挙を体験し、自治体の情報と候補者の公約を総合的に考え、議論する 

         なかで、投票の際に公正に判断する力を身に付ける。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導

入 

めあて ○模擬選挙を通じて公約の検討・投票の体

験を行うことを確認する。 

一斉   

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

市の認識 

 

候補者の

公約の検

討 

 

 

 

 

 

意思決定 

 

投票体験 

○架空の○○市の情報を得て、市民として

の感覚を得る。 

○市長候補３人の、それぞれの「財政・経

済」「まちづくり」「社会福祉」分野の公

約を検討する。 

 ・自分自身の考えと照らして考える。 

 ・候補者の模擬演説を聞いて考える。 

 ・グループで意見交換し、自分の考えを

見直す。 

 

○投票する候補者を決める。 

 

○模擬投票を行う。 
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のち

グル

ープ

 

 

 

 

個別

 

一斉

・絵地図であらましを

説明する 

・公約の検討の際には

「自分にとっての

利益、まち全体の利

益、利益・負担の公

平性、公約の争点、

公約実現のための

費用」の視点から考

えるよう促す。 

・合理的な理由を考え

させる。 

・合理的な理由を考え

させる。 

・資料

 

・ワー

クシ

ート

ま

と
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振り返
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○模擬選挙 の活動を通 じて感じた こと、 考

えたことをまとめる。 

一斉 ・本時の活動を通じて感

 じたこと、わかったこ

とを振り返らせる。 
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わたしたちのまち○○市 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○○市の情報 

人口 約１０万人。高齢化が進んでいるが、企業の進出により子育て世代が増えつつある。 

各

地

域

の

よ

う

す 

北西部 山林と竹林が広がり、特産物のたけのこが採れる。市街地に近い地域には閑静な住宅地があ

る。 

北東部 農地や古くからの集落が多い。農業は高齢化している。バス停や駅がなく交通の便は悪い。 

東部 マンション・アパートが多い。道路に歩道がないところがあり、危険が指摘されている。 

南部 高速道路のインターチェンジ付近にハイテク企業の工場が数社進出している。 

中心地 駅前に昔ながらの商店街があるが、隣接市に大型商業施設ができ、にぎわいは衰えている。道

路が狭く渋滞する。 

交通 鉄道や高速道路が通っている。バス路線（   ）は市街地中心で郊外への路線はない。市内

の一般道は狭く、特に市街地は朝夕に渋滞する。歩道や信号の整備は遅れがちである。 

 

資 料 
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市長選挙で候補者を選ぼう―模擬市長選挙― 

次の表は市長の候補者名と公約の内容をまとめたものです。これを見て、市長の候補者の公約を検討し

よう。 

（１）各候補者の公約の中で、自分の考えに合う所を   で、自分の考えと違う所を   で囲んで

みよう。その際、次の考える視点も参考にして考えよう。 
  考える視点 ①自分にとって利益になる公約はどれか。 

     ②まち全体の利益の総和がより大きくなる公約はどれか。 
③市民の利益または負担が、より公平・公正な公約はどれか。 
④争点となりそうな、対立する公約はどれとどれか。   
⑤大きな財源が必要な公約はどれか。 

（２）分からない言葉、具体的にもっと調べてみたい言葉に下線を引いておこう。 
（３）どの公約が良いと思ったか、グループで意見を交換してみよう。また、自分が分からなかった言

葉をほかの人は知っているか、グループで聞いてみよう。 
良いと思った公

約 
 

その理由  
 
 

（４）話し合いを踏まえて、投票する候補者を自分で決めよう。 
投票する候補者   

その理由  
 
 

候補者名 公約内容 
【経済・産業】 【まちづくり】 【社会福祉】 

長岡京子 □特産物の振興と農業後継者の

育成と保護 
□地元商店街への資金援助と活

性化への取組 

□農地・森林を保全し、静かで

落ち着いた環境を整備 
□台風・地震等への対策による

安心・安全な暮らし 

□地域ごとの高齢者福祉施設の

整備とデイサービス等の支援

の充実 
□子育て相談・支援体制の整備

竹林 豊 □商工業の用地開発、企業への

減税等による積極的な企業の

誘致 
□起業者を支援する仕組みづく

り 

□郊外の農地と森林開発による

住宅地の開発 
□駅前の再開発によるにぎわい

づくり。宿泊施設・飲食店等

の誘致 

□高齢者の働く場づくりや生き

がいづくりへの支援 
□地域ごとの保育所の設置と子

どもの医療費無償化 

西山 茂 □休耕田の活用等による都市住

民の農業参入促進 
□地域の自然・文化を生かした

観光の振興 

□主要幹線道路の拡幅と市街地

の歩道の整備 
□バス路線の郊外までの拡大と

市街地での増便 

□高齢者福祉施設の整備とデイ

サービス等の支援 
□保育所の増設と学童クラブの

拡充 

ワークシート 
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資 料 

- 42 - 

 

市長選挙で候補者を選ぼう―模擬市長選挙― 

次の表は市長の候補者名と公約の内容をまとめたものです。これを見て、市長の候補者の公約を検討し

よう。 

（１）各候補者の公約の中で、自分の考えに合う所を   で、自分の考えと違う所を   で囲んで

みよう。その際、次の考える視点も参考にして考えよう。 
  考える視点 ①自分にとって利益になる公約はどれか。 

     ②まち全体の利益の総和がより大きくなる公約はどれか。 
③市民の利益または負担が、より公平・公正な公約はどれか。 
④争点となりそうな、対立する公約はどれとどれか。   
⑤大きな財源が必要な公約はどれか。 

（２）分からない言葉、具体的にもっと調べてみたい言葉に下線を引いておこう。 
（３）どの公約が良いと思ったか、グループで意見を交換してみよう。また、自分が分からなかった言

葉をほかの人は知っているか、グループで聞いてみよう。 
良いと思った公

約 
 

その理由  
 
 

（４）話し合いを踏まえて、投票する候補者を自分で決めよう。 
投票する候補者   

その理由  
 
 

候補者名 公約内容 
【経済・産業】 【まちづくり】 【社会福祉】 

長岡京子 □特産物の振興と農業後継者の

育成と保護 
□地元商店街への資金援助と活

性化への取組 

□農地・森林を保全し、静かで

落ち着いた環境を整備 
□台風・地震等への対策による

安心・安全な暮らし 

□地域ごとの高齢者福祉施設の

整備とデイサービス等の支援

の充実 
□子育て相談・支援体制の整備

竹林 豊 □商工業の用地開発、企業への

減税等による積極的な企業の

誘致 
□起業者を支援する仕組みづく

り 

□郊外の農地と森林開発による

住宅地の開発 
□駅前の再開発によるにぎわい

づくり。宿泊施設・飲食店等

の誘致 

□高齢者の働く場づくりや生き

がいづくりへの支援 
□地域ごとの保育所の設置と子

どもの医療費無償化 

西山 茂 □休耕田の活用等による都市住

民の農業参入促進 
□地域の自然・文化を生かした

観光の振興 

□主要幹線道路の拡幅と市街地

の歩道の整備 
□バス路線の郊外までの拡大と

市街地での増便 

□高齢者福祉施設の整備とデイ

サービス等の支援 
□保育所の増設と学童クラブの

拡充 

ワークシート 
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総合的な学習の時間 実践事例【実践する】〔公平・公正、責任〕 
 

１ 対 象 学 年       高等学校 第 3 学年 

２ 単 元 名        模擬市長選挙 「みんなのことをみんなで決めるために」 

３ ね ら い  公共的な事柄に参画しようとする意欲や態度を養う。 

４ 本時の目標   模擬市長選挙を通じて、生徒に社会的事象に関心を持たせ、社会における課題を多

面的・多角的に捉えさせ、公正に判断する能力および、主体的に社会の形成に参画

しようとする態度を養う。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 

指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

 

 ・平成28年６月19日以降に行われる

国政選挙公示日から満18歳以上の

者が選挙権を有することとなった

ことについて理解する。 

一 斉  ・ 選 挙 権 の 拡 大 に つ い て 、 生 徒 自 身

に 問 い か け な が ら 、 説 明 す る 。  

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

＜ 課 題 １ ＞  

「 選 挙 公 報 」  

 

 

＜ 課 題 ２ ＞  

「 演 説 を 聞 く 」 

 

 

・選挙公報の政策を読み、個人で考え

す。 

 

 

・立会演説を聞き自分の考えと、その

理由を明記させる。 

・２人でペアをつくり、1 人 30 秒計

１分を５回繰り返し、意見交換する。

  ※候補者インタビューを聞く。 

・班で意見交換し、誰に投票するかを

決めて班ごとに発表する。 

 

 

個別 

 

 

 

個別 

 

 

 

判別 

 

 

・投票しようと考えた理由を明記するよう

指導する。 

 

 

・各候補者の演説や周囲との意見交換を通

じて、多面的・多角的に課題をとらえさ

せる。 

・意見交換や班での議論の後、自分の考え

がどのように変わったかを記入させ、理

解を深めさせる。 

ワー

クシ

ート

 

 

 

ワー

クシ

ート

 

 

ま 

 

 

 

と 

 

 

 

め 

 

  

 

 

・選挙においては、誰に投票すること

が正しいのかという正解がなく、議

論を通じて自分にない考え方を他

者から獲得しつつ、自分なりの考え

を持ち、投票することが大切である

こと、一人の大人として判断し行動

していくことが社会参画につなが

ることについての認識と自覚を深

めさせる。 

 

  

 

 

・社会の諸問題には定まった答えが無いこ

と、諸々の問題に対して、様々な見方、

考え方があることを踏まえ、皆で話し合

いを通じて、公正に判断していく必要が

あること、その際には他者との冷静で理

性的な議論を通じて、自分なりの考え方

を構築しつつ、適切に判断していくこと

の意義や必要性について理解を深めさせ

て日常生活における意識と行動の変容に

つなげさせる。 

ワー

クシ

ート

 

発問 「選挙公報を読み、あなたはどの候補者に投票しようと思いましたか？」 

発問 「立会演説を聞いてあなたはどの候補者に投票しようと思いましたか？」 

発問 「投票者を選ぶ際に何が重要だと思いますか、また他人の意見を聞いて考えたこ

とはどのようなことでしたか？」 
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 第３学年「みんなのことをみんなで決めるために」 

 

１．はじめに 

  平成 27 年、公職選挙法が改正され、選挙権年齢は、昭和 20 年（1945 年）に「20 歳以上の男

女」となって以来、70 年ぶりに引き下げられ、「18 歳以上の男女」となります（平成 28 年６月

19 日以後の選挙から）。平成 28 年７月に実施される、参議院議員選挙から適用する見通しで、参院

選の公示日以後に告示される知事選や市区町村長選など地方選挙も 18 歳から投票できるようになり

ます。有権者となる皆さんに、いま知っておいて欲しいことがあります。 

 

２.＜課題１＞あなたは誰に投票しますか？ 

（１）選挙公報を読もう！ 

①模擬市長選挙公報を読み、あなたはどの候補に投票しようと思いましたか？投票しようと考え

る候補者に○をつけてください。 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

②○をつけた候補者を選んだ理由を書きましょう。 

 

 

 

 （２）立会演説を聞こう！ 

①立会演説を聞いてあなたはどの候補に投票しようと思いましたか？ 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

②立会演説を聞き、あなたの考えは変わりましたか？    ＹＥＳ ・ ＮＯ 

③その理由を書きましょう。 

 

 

 

（３）候補者インタビューを聞こう！ 

①候補者インタビューを聞いてあなたはどの候補に投票しようと思いましたか？ 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

ワークシート 
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総合的な学習の時間 実践事例【実践する】〔公平・公正、責任〕 
 

１ 対 象 学 年       高等学校 第 3 学年 

２ 単 元 名        模擬市長選挙 「みんなのことをみんなで決めるために」 

３ ね ら い  公共的な事柄に参画しようとする意欲や態度を養う。 

４ 本時の目標   模擬市長選挙を通じて、生徒に社会的事象に関心を持たせ、社会における課題を多

面的・多角的に捉えさせ、公正に判断する能力および、主体的に社会の形成に参画

しようとする態度を養う。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 

指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

 

 ・平成28年６月19日以降に行われる

国政選挙公示日から満18歳以上の

者が選挙権を有することとなった

ことについて理解する。 

一 斉  ・ 選 挙 権 の 拡 大 に つ い て 、 生 徒 自 身

に 問 い か け な が ら 、 説 明 す る 。  

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

＜ 課 題 １ ＞  

「 選 挙 公 報 」  

 

 

＜ 課 題 ２ ＞  

「 演 説 を 聞 く 」 

 

 

・選挙公報の政策を読み、個人で考え

す。 

 

 

・立会演説を聞き自分の考えと、その

理由を明記させる。 

・２人でペアをつくり、1 人 30 秒計

１分を５回繰り返し、意見交換する。

  ※候補者インタビューを聞く。 

・班で意見交換し、誰に投票するかを

決めて班ごとに発表する。 

 

 

個別 

 

 

 

個別 

 

 

 

判別 

 

 

・投票しようと考えた理由を明記するよう

指導する。 

 

 

・各候補者の演説や周囲との意見交換を通

じて、多面的・多角的に課題をとらえさ

せる。 

・意見交換や班での議論の後、自分の考え

がどのように変わったかを記入させ、理

解を深めさせる。 

ワー

クシ

ート

 

 

 

ワー

クシ

ート

 

 

ま 

 

 

 

と 

 

 

 

め 

 

  

 

 

・選挙においては、誰に投票すること

が正しいのかという正解がなく、議

論を通じて自分にない考え方を他

者から獲得しつつ、自分なりの考え

を持ち、投票することが大切である

こと、一人の大人として判断し行動

していくことが社会参画につなが

ることについての認識と自覚を深

めさせる。 

 

  

 

 

・社会の諸問題には定まった答えが無いこ

と、諸々の問題に対して、様々な見方、

考え方があることを踏まえ、皆で話し合

いを通じて、公正に判断していく必要が

あること、その際には他者との冷静で理

性的な議論を通じて、自分なりの考え方

を構築しつつ、適切に判断していくこと

の意義や必要性について理解を深めさせ

て日常生活における意識と行動の変容に

つなげさせる。 

ワー

クシ

ート

 

発問 「選挙公報を読み、あなたはどの候補者に投票しようと思いましたか？」 

発問 「立会演説を聞いてあなたはどの候補者に投票しようと思いましたか？」 

発問 「投票者を選ぶ際に何が重要だと思いますか、また他人の意見を聞いて考えたこ

とはどのようなことでしたか？」 
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 第３学年「みんなのことをみんなで決めるために」 

 

１．はじめに 

  平成 27 年、公職選挙法が改正され、選挙権年齢は、昭和 20 年（1945 年）に「20 歳以上の男

女」となって以来、70 年ぶりに引き下げられ、「18 歳以上の男女」となります（平成 28 年６月

19 日以後の選挙から）。平成 28 年７月に実施される、参議院議員選挙から適用する見通しで、参院

選の公示日以後に告示される知事選や市区町村長選など地方選挙も 18 歳から投票できるようになり

ます。有権者となる皆さんに、いま知っておいて欲しいことがあります。 

 

２.＜課題１＞あなたは誰に投票しますか？ 

（１）選挙公報を読もう！ 

①模擬市長選挙公報を読み、あなたはどの候補に投票しようと思いましたか？投票しようと考え

る候補者に○をつけてください。 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

②○をつけた候補者を選んだ理由を書きましょう。 

 

 

 

 （２）立会演説を聞こう！ 

①立会演説を聞いてあなたはどの候補に投票しようと思いましたか？ 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

②立会演説を聞き、あなたの考えは変わりましたか？    ＹＥＳ ・ ＮＯ 

③その理由を書きましょう。 

 

 

 

（３）候補者インタビューを聞こう！ 

①候補者インタビューを聞いてあなたはどの候補に投票しようと思いましたか？ 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

ワークシート 
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②候補者インタビューを聞き、あなたの考えは変わりましたか？  ＹＥＳ ・ ＮＯ 

③その理由を書きましょう。 

 

 

 

（４）選挙公報、立会演説、候補者インタビューをふまえて考えてみよう。 

  ①班で意見を交換したのち、あなたはどの候補者に投票しようと思いましたか？ 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

②班で意見を交換し、あなたの考えは変わりましたか？   ＹＥＳ ・ ＮＯ    

  ③その理由を書きましょう。 

 

 

 

３．あなたが投票において重要だと思うことは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

３年  組  番  氏名                班 
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総合的な学習の時間 実践事例【実践する】〔公平・公正、責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         模擬市議会議員選挙 

３ 指導のねらい 選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられ、今後は高等学校在学中より有権者として

政治参加が求められる。模擬選挙を通して、有権者として自覚をもって「公平・公

正」に判断し、主体的に社会参画しようとする意欲や態度を養う。 

４ 本時の目標   有権者としての自覚をもち、主体的に社会へ参画しようとする姿勢・態度を養う。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 指導 

形態 指導上の留意点 教材・
教具等

導 

 

 

 

入 

 

 

選挙意識 ○選挙意識を確認 

・「選挙では何を基準に投票

するのだろう」 

 【投票要因】 

  政策（公約）・政党・争

点（論点）・知名度（人

気・評判・実績・イメ

ージなど 

 ・多様な意見を取り上げ、関心

を高める。 

・投票要因は、有権者の年齢、

性別や社会的立場また社会情

勢、世論などにより影響され

る。多面的・多角的な視野で

判断し投票が必要であること

を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補者の

比較検討 

 

 

 

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ協

議 

 

 

 

 

投票体験 

 

 

開票と考

察 

 

 

○候補者の「選挙公約」を

読み比較する。 

○候補者の「選挙演説」を

聞き比較する。 

○投票したい候補者を選ぶ

       （１回目）

 

 

○グループで意見交流し、

自らの投票理由を見直し

深める。(ﾜｰｸｼｰﾄ記入) 

○投票したい候補者を選ぶ.

（２回目） 

○グループ発表 

○模擬選挙を行う。 

 

 

○開票結果を通して、考察

する。 

 

 

個 別

 

一 斉

 

個 別

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

 

 

個 別

 

 

一 斉

 

 

一 斉

 

 

・選挙公約・選挙演説を比較検

討させ、投票基準を考えさせ

る。 

 

・「投票」したい候補者を選び（

１回目）ﾜｰｸｼｰﾄに記入させる。

また候補者の票数を（挙手等

で）確認する。 

・支持理由及び不支持理由を交

流させる。 

 

・再度、「投票」したい候補者（

２回目）をｼｰﾄに記入させ、そ

の後、票数を確認する。 

・有権者としての責任のある公

平・公正な判断と（投票）行

動の重要性を促す。 

・開票結果から票の動向（１・

２回目も含め）を考察させ、

一票の重要性を理解させる。

 

 

資料

「選

挙公

約」

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

投票

用紙

投票

箱 

ま 

と 

め 

振り返り 

 

○ワークシートに感想を書

く。 

一 斉  ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

有権者として「選挙」を体験しよう 
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②候補者インタビューを聞き、あなたの考えは変わりましたか？  ＹＥＳ ・ ＮＯ 

③その理由を書きましょう。 

 

 

 

（４）選挙公報、立会演説、候補者インタビューをふまえて考えてみよう。 

  ①班で意見を交換したのち、あなたはどの候補者に投票しようと思いましたか？ 

候補者 候補者 A 候補者 B 候補者 C 

候補者に○    

②班で意見を交換し、あなたの考えは変わりましたか？   ＹＥＳ ・ ＮＯ    

  ③その理由を書きましょう。 

 

 

 

３．あなたが投票において重要だと思うことは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

３年  組  番  氏名                班 
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総合的な学習の時間 実践事例【実践する】〔公平・公正、責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         模擬市議会議員選挙 

３ 指導のねらい 選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられ、今後は高等学校在学中より有権者として

政治参加が求められる。模擬選挙を通して、有権者として自覚をもって「公平・公

正」に判断し、主体的に社会参画しようとする意欲や態度を養う。 

４ 本時の目標   有権者としての自覚をもち、主体的に社会へ参画しようとする姿勢・態度を養う。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 指導 

形態 指導上の留意点 教材・
教具等

導 

 

 

 

入 

 

 

選挙意識 ○選挙意識を確認 

・「選挙では何を基準に投票

するのだろう」 

 【投票要因】 

  政策（公約）・政党・争

点（論点）・知名度（人

気・評判・実績・イメ

ージなど 

 ・多様な意見を取り上げ、関心

を高める。 

・投票要因は、有権者の年齢、

性別や社会的立場また社会情

勢、世論などにより影響され

る。多面的・多角的な視野で

判断し投票が必要であること

を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補者の

比較検討 

 

 

 

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ協

議 

 

 

 

 

投票体験 

 

 

開票と考

察 

 

 

○候補者の「選挙公約」を

読み比較する。 

○候補者の「選挙演説」を

聞き比較する。 

○投票したい候補者を選ぶ

       （１回目）

 

 

○グループで意見交流し、

自らの投票理由を見直し

深める。(ﾜｰｸｼｰﾄ記入) 

○投票したい候補者を選ぶ.

（２回目） 

○グループ発表 

○模擬選挙を行う。 

 

 

○開票結果を通して、考察

する。 

 

 

個 別

 

一 斉

 

個 別

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

 

 

個 別

 

 

一 斉

 

 

一 斉

 

 

・選挙公約・選挙演説を比較検

討させ、投票基準を考えさせ

る。 

 

・「投票」したい候補者を選び（

１回目）ﾜｰｸｼｰﾄに記入させる。

また候補者の票数を（挙手等

で）確認する。 

・支持理由及び不支持理由を交

流させる。 

 

・再度、「投票」したい候補者（

２回目）をｼｰﾄに記入させ、そ

の後、票数を確認する。 

・有権者としての責任のある公

平・公正な判断と（投票）行

動の重要性を促す。 

・開票結果から票の動向（１・

２回目も含め）を考察させ、

一票の重要性を理解させる。

 

 

資料

「選

挙公

約」

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

投票

用紙

投票

箱 

ま 

と 

め 

振り返り 

 

○ワークシートに感想を書

く。 

一 斉  ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

有権者として「選挙」を体験しよう 
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     総合的な学習の時間              ２年  組  番氏名             

模 擬 選 挙 

１．「選挙公約」を読み「選挙演説」を聞き、投票したい候補者はだれですか？（１回目） 

 

 

 

 

２．【個別】 １．の候補者に投票したい理由（視点や判断基準）を書きましょう。 

 

 

 

 

３．【グループ】各候補者に投票した理由（視点や基準）を、グループで交流しましょう。 

  候補者Ａ氏に投票した理由 候補者Ｂ氏に投票した理由 

  候補者Ｃ氏に投票した理由 

 

※他の候補者を支持しない理由をあげてみよう。

 

 

４．（グループ交流後）投票したい候補者はだれですか？（２回目） 

 

 

 

５．（投票後の）開票結果をまとめよう。 

    候補者 A 氏  （   ）票 

    候補者 B 氏  （   ）票 

    候補者 C 氏  （   ）票 

 

【授業のまとめ】 選挙（投票）を行った感想を書きましょう。 

                                                                    

 

 

 

ワークシート 

特別支援学校実践事例 

作業学習  指導事例【考える、提案する】 

 
１ 対象生徒 高等部くらし職業コース３年生 

２ 単 元 名 高等部くらし職業コース作業学習 喫茶サービス 

「カフェＪＯＹオープン 5 周年企画」 

３ ねらい  

・学校創立 5 周年と「カフェ JOY」オープン 5 周年での記念イベントを企画するなどして、感謝の気持ちを地

域の方に伝える。 

・カフェをより良くしていくための提案をし、意欲を持って考え、実行する力をつける。 

・自分たちの考えを伝え、実行するための方法を体験を通して学ぶ機会とする。 

 

４ 企画内容 

【企画名】「銅鑼
ど ら

焼きセット限定販売」 

【期間】 

 平成 28 年 2 月 15 日（月）～ 3 月 7 日（月） 月曜日、木曜日の計 7 営業日 

【内容】 

「京菓子匠○○」様の銅羅焼を、カフェ JOY オープン 5 周年企画として期間限定でカフェメニューに加える。 

【企画の経緯】 

A 支援学校では、作業学習として校内カフェＪＯＹでの喫茶サービスに取り組んでいる。今年度本校は開校 5

周年を迎え、カフェでも開店５周年の企画として、「七夕感謝祭」「コンサート」等の企画に取り組んできた。そ

の企画の一つとして、生徒から、現場実習でお世話になった会社の取引先の銅鑼焼きをカフェＪＯＹオープン 5

周年記念メニューに加えることはできないかと提案があった。 

生徒には「希望を言っても簡単に叶うことは少ない。カフェのメニューについても同じで、学校で商品として

扱うものには学校の許可が必要で、更に先方にも了解していただいた上でしか行えない」旨を伝えたところ、生

徒自らで企画書を作り提出してきた。 

生徒は、書字が苦手で漢字の一部や、文章の中の一文字が抜けることが多い。また、苦手意識から、雑な字に

なることもあるが、本企画書はていねいに字を書き、漢字も多数使用して作成した。また、何よりも、意欲が行

動に結びついた企画書であるので、5 周年記念と結び付け採用するに至った。 

【実施までの流れ】 

生徒からの担当教員への提案 

↓ 

企画書の作成 

        ↓  

学部総括主事との交渉 

        ↓ 

管理職会議での検討 

        ↓ 

学部総括主事から生徒への検討結果の報告 

↓ 

実施までの流れの確認 

↓ 

宣伝、メニュー追加準備など 

↓ 

実 施 

↓ 

お礼状の送付 
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     総合的な学習の時間              ２年  組  番氏名             

模 擬 選 挙 

１．「選挙公約」を読み「選挙演説」を聞き、投票したい候補者はだれですか？（１回目） 

 

 

 

 

２．【個別】 １．の候補者に投票したい理由（視点や判断基準）を書きましょう。 

 

 

 

 

３．【グループ】各候補者に投票した理由（視点や基準）を、グループで交流しましょう。 

  候補者Ａ氏に投票した理由 候補者Ｂ氏に投票した理由 

  候補者Ｃ氏に投票した理由 

 

※他の候補者を支持しない理由をあげてみよう。

 

 

４．（グループ交流後）投票したい候補者はだれですか？（２回目） 

 

 

 

５．（投票後の）開票結果をまとめよう。 

    候補者 A 氏  （   ）票 

    候補者 B 氏  （   ）票 

    候補者 C 氏  （   ）票 

 

【授業のまとめ】 選挙（投票）を行った感想を書きましょう。 

                                                                    

 

 

 

ワークシート 

特別支援学校実践事例 

作業学習  指導事例【考える、提案する】 

 
１ 対象生徒 高等部くらし職業コース３年生 

２ 単 元 名 高等部くらし職業コース作業学習 喫茶サービス 

「カフェＪＯＹオープン 5 周年企画」 

３ ねらい  

・学校創立 5 周年と「カフェ JOY」オープン 5 周年での記念イベントを企画するなどして、感謝の気持ちを地

域の方に伝える。 

・カフェをより良くしていくための提案をし、意欲を持って考え、実行する力をつける。 

・自分たちの考えを伝え、実行するための方法を体験を通して学ぶ機会とする。 

 

４ 企画内容 

【企画名】「銅鑼
ど ら

焼きセット限定販売」 

【期間】 

 平成 28 年 2 月 15 日（月）～ 3 月 7 日（月） 月曜日、木曜日の計 7 営業日 

【内容】 

「京菓子匠○○」様の銅羅焼を、カフェ JOY オープン 5 周年企画として期間限定でカフェメニューに加える。 

【企画の経緯】 

A 支援学校では、作業学習として校内カフェＪＯＹでの喫茶サービスに取り組んでいる。今年度本校は開校 5

周年を迎え、カフェでも開店５周年の企画として、「七夕感謝祭」「コンサート」等の企画に取り組んできた。そ

の企画の一つとして、生徒から、現場実習でお世話になった会社の取引先の銅鑼焼きをカフェＪＯＹオープン 5

周年記念メニューに加えることはできないかと提案があった。 

生徒には「希望を言っても簡単に叶うことは少ない。カフェのメニューについても同じで、学校で商品として

扱うものには学校の許可が必要で、更に先方にも了解していただいた上でしか行えない」旨を伝えたところ、生

徒自らで企画書を作り提出してきた。 

生徒は、書字が苦手で漢字の一部や、文章の中の一文字が抜けることが多い。また、苦手意識から、雑な字に

なることもあるが、本企画書はていねいに字を書き、漢字も多数使用して作成した。また、何よりも、意欲が行

動に結びついた企画書であるので、5 周年記念と結び付け採用するに至った。 

【実施までの流れ】 

生徒からの担当教員への提案 

↓ 

企画書の作成 

        ↓  

学部総括主事との交渉 

        ↓ 

管理職会議での検討 

        ↓ 

学部総括主事から生徒への検討結果の報告 

↓ 

実施までの流れの確認 

↓ 

宣伝、メニュー追加準備など 

↓ 

実 施 

↓ 

お礼状の送付 
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「カフェ JOY」５周年 

感謝祭第３弾！ 
創立５周年 

「カフェ JOY」のオープンから５年がたちました。 

地域の皆さまに支えられ、「カフェ JOY」は営業することができてい

ます。 

そこで、第３弾として銅鑼
ど ら

焼
やき

セットを限定販売いたします！ 

日頃の感謝の気持ちをお伝えしたく企画しました。みなさまのご来店

を心よりお待ちしています！！ 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

営業時間 

       ☆午前 9時 45 分～  
            11 時 30 分（ラストオーダー） 

                 ☆午後 13 時 10 分～ 

14 時 15 分（ラストオーダー） 

 

 

銅鑼焼セット販売期間   【２月、３月の月曜日・木曜日】 

 

２月１５日（月）午前のみ     ２月１８日（木） 

２月２２日（月）         ２月２５日（木） 

２月２９日（月）         ３月 ３日（木）午前のみ 

３月 ７日（月） 

特別支援学校実践事例 

生活単元学習  指導事例【行動する】 

                                                 
１ 対 象 学 年  通学高等部 第３学年  
２ 単 元 名  選挙権（18 歳選挙権） 
３ 教材観 

18 歳選挙権は、「これを機に政治に関心をもとう」「選挙に行こう」という啓発（若者と政治の関係性が変わるき
っかけ）で終わらせるのではなく、気づきや発見を政治とつなげる場や機会づくりであると考えている。 

学習内容を考える際に「若者と政治が触れ合う場や機会づくり」や「選挙の仕組みや投票の仕組みといった枠組
み」という視点で終わることなく、大切なのは誰の生活にも密接に関わっている政治は、向き合い方次第で若者に
でももっとよくすることができるということを学習することであると考える。すなわち、その課題に対する自分の
選択肢を見出す力を養うということである。 

一見、解決できない遠く思える大きな問題も自分の住んでいる地域や自分の問題に落とし込むことができればそ
の可能性に気づけると考える。これまで学習に取り組んできた市役所訪問、就業・生活支援センターの訪問等から
の学びを軸として自分の住んでいる地域や社会にどんな課題があって、その課題に対して自分はどう向き合うかを
理解できる力を育てたい。 

４ ね ら い 
①選挙の意義 
→18 歳選挙権を意味のあるものにするために、選挙の意義を考える。 
②広い視野をもつ 
→国政選挙や地方選挙、選挙公約や税の使い道によって身近な生活が変化した点を考え、社会に関心をもつ。 
③政治に参加できる十分な知識と思考力をつける。 
→市役所訪問、就業・生活支援センター訪問等で学んだことを軸として自分の住んでいる地域や自分の問題にどん
な課題があるのかを把握し、投票シミュレーションをすることで選挙に参加する意義を明確にする。 

５ 本時の目標  
①選挙公約や税の使い道によって身近な生活が変化する視点から選挙における一票の大切さを学ぶ。 
②投票における手順やルールを理解する。 

                              
６ 本時の展開 （本時 7／9） 

過 
程 

指導
内容 

指導 
形態 

主な学習活動 指導上の留意点 
教材･
教具等

導 
 
 
 
 

入 
 

本 
時 
の 
内 
容 
把 
握 

一斉 本時の流れを全員で確認す
る。 

前回学習した投票における手
順やルールを確認する。 

自分の住んでいる地域や自分
の問題に照らし合わせて一票を
投票する。 

 
 
 

教師が選挙の立候補者となり、それぞれの政
策を発表する中で、どの選挙公約や税の使い道
が自分の考えに近いかを考えさせる。 
 

タブレ
ット 
 
大型デ
ィスプ
レイ 

展 
 
 
 

開 

投
票
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

一斉 
 
 

①立候補者の演説。 
②選挙公約や税の使い道につい

て考える。 
③一人一人の投票する視点を明

確にし、政策と照らし合わせ
る。 

④投票を行う。 
⑤開票し投票結果を公表する。
⑥投票した視点をふり返る。 
⑦当選者が公約違反を行った場

合どう思うか考える。 

投票用紙を全員に配布し、選挙活動における
ルールや投票の際の無効票についても説明しな
がら進める。 
 

立候補者の政策を理解し、自分の考えで正し
く投票できるように助言する。 
 
 
 

自分の生活や問題に結び付けて、選挙に参加
することの重要性について十分に考えさせる。 

選挙用
品・備
品 

ま
と
め 

振 
り 
返 
り 

一斉 まとめ 
 

地域の課題や政治的な問題の解決というのは
遠いことのように感じるが、「誰に投票するか」
を考えることで、自分の価値観を発見し、自分
が投票した候補者に対する責任感をもつこと
で、一票の大切さを感じられるようにする。 
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「カフェ JOY」５周年 

感謝祭第３弾！ 
創立５周年 

「カフェ JOY」のオープンから５年がたちました。 

地域の皆さまに支えられ、「カフェ JOY」は営業することができてい

ます。 

そこで、第３弾として銅鑼
ど ら

焼
やき

セットを限定販売いたします！ 

日頃の感謝の気持ちをお伝えしたく企画しました。みなさまのご来店

を心よりお待ちしています！！ 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

営業時間 

       ☆午前 9時 45 分～  
            11 時 30 分（ラストオーダー） 

                 ☆午後 13 時 10 分～ 

14 時 15 分（ラストオーダー） 

 

 

銅鑼焼セット販売期間   【２月、３月の月曜日・木曜日】 

 

２月１５日（月）午前のみ     ２月１８日（木） 

２月２２日（月）         ２月２５日（木） 

２月２９日（月）         ３月 ３日（木）午前のみ 

３月 ７日（月） 

特別支援学校実践事例 

生活単元学習  指導事例【行動する】 

                                                 
１ 対 象 学 年  通学高等部 第３学年  
２ 単 元 名  選挙権（18 歳選挙権） 
３ 教材観 

18 歳選挙権は、「これを機に政治に関心をもとう」「選挙に行こう」という啓発（若者と政治の関係性が変わるき
っかけ）で終わらせるのではなく、気づきや発見を政治とつなげる場や機会づくりであると考えている。 

学習内容を考える際に「若者と政治が触れ合う場や機会づくり」や「選挙の仕組みや投票の仕組みといった枠組
み」という視点で終わることなく、大切なのは誰の生活にも密接に関わっている政治は、向き合い方次第で若者に
でももっとよくすることができるということを学習することであると考える。すなわち、その課題に対する自分の
選択肢を見出す力を養うということである。 

一見、解決できない遠く思える大きな問題も自分の住んでいる地域や自分の問題に落とし込むことができればそ
の可能性に気づけると考える。これまで学習に取り組んできた市役所訪問、就業・生活支援センターの訪問等から
の学びを軸として自分の住んでいる地域や社会にどんな課題があって、その課題に対して自分はどう向き合うかを
理解できる力を育てたい。 

４ ね ら い 
①選挙の意義 
→18 歳選挙権を意味のあるものにするために、選挙の意義を考える。 
②広い視野をもつ 
→国政選挙や地方選挙、選挙公約や税の使い道によって身近な生活が変化した点を考え、社会に関心をもつ。 
③政治に参加できる十分な知識と思考力をつける。 
→市役所訪問、就業・生活支援センター訪問等で学んだことを軸として自分の住んでいる地域や自分の問題にどん
な課題があるのかを把握し、投票シミュレーションをすることで選挙に参加する意義を明確にする。 

５ 本時の目標  
①選挙公約や税の使い道によって身近な生活が変化する視点から選挙における一票の大切さを学ぶ。 
②投票における手順やルールを理解する。 

                              
６ 本時の展開 （本時 7／9） 

過 
程 

指導
内容 

指導 
形態 

主な学習活動 指導上の留意点 
教材･
教具等

導 
 
 
 
 

入 
 

本 
時 
の 
内 
容 
把 
握 

一斉 本時の流れを全員で確認す
る。 

前回学習した投票における手
順やルールを確認する。 

自分の住んでいる地域や自分
の問題に照らし合わせて一票を
投票する。 

 
 
 

教師が選挙の立候補者となり、それぞれの政
策を発表する中で、どの選挙公約や税の使い道
が自分の考えに近いかを考えさせる。 
 

タブレ
ット 
 
大型デ
ィスプ
レイ 

展 
 
 
 

開 

投
票
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

一斉 
 
 

①立候補者の演説。 
②選挙公約や税の使い道につい

て考える。 
③一人一人の投票する視点を明

確にし、政策と照らし合わせ
る。 

④投票を行う。 
⑤開票し投票結果を公表する。
⑥投票した視点をふり返る。 
⑦当選者が公約違反を行った場

合どう思うか考える。 

投票用紙を全員に配布し、選挙活動における
ルールや投票の際の無効票についても説明しな
がら進める。 
 

立候補者の政策を理解し、自分の考えで正し
く投票できるように助言する。 
 
 
 

自分の生活や問題に結び付けて、選挙に参加
することの重要性について十分に考えさせる。 

選挙用
品・備
品 

ま
と
め 

振 
り 
返 
り 

一斉 まとめ 
 

地域の課題や政治的な問題の解決というのは
遠いことのように感じるが、「誰に投票するか」
を考えることで、自分の価値観を発見し、自分
が投票した候補者に対する責任感をもつこと
で、一票の大切さを感じられるようにする。 
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特別支援学校指導事例        

特別活動  選挙権年齢引き下げに関する指導・生徒会選挙 

１ 選挙取組について 

  １月に実施する生徒会選挙に向けて、「選挙権年齢引き下げ」、「選挙での投票の大切さ」、「投票の仕方」を、

発達段階に応じた学習グループ別に指導した。 

（１）対 象  高等部１、２、３年生 

（２）ねらい  

     ア 自分たちの願いを実現するのにふさわしい人を考える機会とし、立候補者の演説を聞いて投票する。 

   イ 選挙活動をとおして、生徒会や生徒会活動について知る機会とする。 

   ウ 生徒会役員として友だちの願いを把握し、実現に向けて取り組む意欲をもつ。 

   エ 投票の意義や選挙のしくみを知る機会とする。 

（３）授業設定 

   ア 選挙について学ぶ      ２時間  ねらい ア 

   イ 生徒会選挙立会演説、投票  ２時間  ねらい ア、イ、ウ、エ 

２ 選挙について学ぶ 【知る】 

 （１）対 象  高等部１、２、３年生 Ｃ段階、Ｄ段階 

 （２）単元名  「18 歳選挙権を知って投票に行こう」 

 （３）本時の目標 

   ア 選挙権や選挙での投票の大切さを知る。 

   イ 選挙での投票の方法を知る。 

（４）本時の展開 

過

程 

指導 

内容 

  学習活動 形

態

指導上の留意点 

 

準備

物 

導 

 

入 

本 時 の

内 容 把

握 

本時の目標を知る 

広瀬すずさんのメッセージを見る（総務

省） 

一

斉

・生徒に興味をもたせる

ため、同世代のメッセ

ージを聞かせる 

プ ロ

ジ ェ

ク タ

ー 

展 

  

  

開 

 

１ 

選 挙 や

政 治 に

つ い て

知る 

投票はなぜするのか考える 

政治について知る 

政治の仕事について知る 

 社会のきまりをつくる（法律、条例） 

 税金の使い方を決める（予算） 

選挙の種類を知る（国、府、市） 

どう選べばいいのかを知る 

候補者を知るための方法を知る 

 街頭演説・立会演説会 

 テレビ政権放送  

投票の方法を知る 

 入場券を持って投票場に行く 

 期日前投票  

一

斉

・分かりやすい言葉で発

問し、生徒の発言を促

す 

・考える時間をとった後

発言させる 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

２ 

 

 

投 票 疑

似体験 

実際に投票をする 

 入場券を持って受付に行く 

 投票用紙を受け取る 

 記載台にて記入（仮市長候補者より） 

 投票する 

個

別

・実際に近い形で投票さ 

させるため、本物を使

用する 

・車イスの生徒に合う高

さの記載台を用意する 

・見えやすい場所に立候

補者の名前を掲示する 

記載

台 

投票

箱 

 

ま

と

め 

復習 18 歳になったら選挙に行こう 

しっかりと考えて投票しよう 

 

一

斉

  

３ 生徒会選挙【行動する】 

（１）対 象   高等部１、２、３年生  Ｃ、Ｄ段階 

（２）単元名   特別活動生徒会選挙 

（３）本時の目標 自分たちの願いを実現するのにふさわしい人を考える機会とし、立候補者の演説を聞いて

投票する。                       

過

程 

   学習内容 形

態

指導上の留意点 

 

準備

物 

導

入 

本時の内

容把握 

選挙管理委員会から本日の予定を聞く 

立会演説会の説明を聞く 

一

斉

・選挙管理委員の役割を

明確にする 

掲 示

物 

展 

 

開 

１ 

 

展 

 

開 

２ 

 

 

 

 

立会い演

説会 

応援演説と立候補者の演説を聞く 

（会長→副会長→議長→書記） 

各候補者に質問する 

 

 

投票についての説明を聞く 

３年生→２年生→１年生の順に、受付へ

投票用紙をもらいに行き、記入場所で、

記名をして投票する。 

一

斉

 

 

 

個

別

・質問をする生徒が偏ら

ないように指名する 

・生徒会選挙に関する質

問に限定する 

 

・投票用紙は事前に配布

し、忘れないように会

場に持参させる 

・会場が込み合わないよ

うに、入場に時間差を

つける        

 

ま

と

め 

 

振り返り 

投票が終わった生徒は、事前学習で習っ

た選挙についての復習プリントをする。

投票後、選挙管理委員は投票箱を持って

生徒会室で開票する。 

個

別
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特別支援学校指導事例        

特別活動  選挙権年齢引き下げに関する指導・生徒会選挙 

１ 選挙取組について 

  １月に実施する生徒会選挙に向けて、「選挙権年齢引き下げ」、「選挙での投票の大切さ」、「投票の仕方」を、

発達段階に応じた学習グループ別に指導した。 

（１）対 象  高等部１、２、３年生 

（２）ねらい  

     ア 自分たちの願いを実現するのにふさわしい人を考える機会とし、立候補者の演説を聞いて投票する。 

   イ 選挙活動をとおして、生徒会や生徒会活動について知る機会とする。 

   ウ 生徒会役員として友だちの願いを把握し、実現に向けて取り組む意欲をもつ。 

   エ 投票の意義や選挙のしくみを知る機会とする。 

（３）授業設定 

   ア 選挙について学ぶ      ２時間  ねらい ア 

   イ 生徒会選挙立会演説、投票  ２時間  ねらい ア、イ、ウ、エ 

２ 選挙について学ぶ 【知る】 

 （１）対 象  高等部１、２、３年生 Ｃ段階、Ｄ段階 

 （２）単元名  「18 歳選挙権を知って投票に行こう」 

 （３）本時の目標 

   ア 選挙権や選挙での投票の大切さを知る。 

   イ 選挙での投票の方法を知る。 

（４）本時の展開 

過

程 

指導 

内容 

  学習活動 形

態

指導上の留意点 

 

準備

物 

導 

 

入 

本 時 の

内 容 把

握 

本時の目標を知る 

広瀬すずさんのメッセージを見る（総務

省） 

一

斉

・生徒に興味をもたせる

ため、同世代のメッセ

ージを聞かせる 

プ ロ

ジ ェ

ク タ

ー 

展 

  

  

開 

 

１ 

選 挙 や

政 治 に

つ い て

知る 

投票はなぜするのか考える 

政治について知る 

政治の仕事について知る 

 社会のきまりをつくる（法律、条例） 

 税金の使い方を決める（予算） 

選挙の種類を知る（国、府、市） 

どう選べばいいのかを知る 

候補者を知るための方法を知る 

 街頭演説・立会演説会 

 テレビ政権放送  

投票の方法を知る 

 入場券を持って投票場に行く 

 期日前投票  

一

斉

・分かりやすい言葉で発

問し、生徒の発言を促

す 

・考える時間をとった後

発言させる 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

２ 

 

 

投 票 疑

似体験 

実際に投票をする 

 入場券を持って受付に行く 

 投票用紙を受け取る 

 記載台にて記入（仮市長候補者より） 

 投票する 

個

別

・実際に近い形で投票さ 

させるため、本物を使

用する 

・車イスの生徒に合う高

さの記載台を用意する 

・見えやすい場所に立候

補者の名前を掲示する 

記載

台 

投票

箱 

 

ま

と

め 

復習 18 歳になったら選挙に行こう 

しっかりと考えて投票しよう 

 

一

斉

  

３ 生徒会選挙【行動する】 

（１）対 象   高等部１、２、３年生  Ｃ、Ｄ段階 

（２）単元名   特別活動生徒会選挙 

（３）本時の目標 自分たちの願いを実現するのにふさわしい人を考える機会とし、立候補者の演説を聞いて

投票する。                       

過

程 

   学習内容 形

態

指導上の留意点 

 

準備

物 

導

入 

本時の内

容把握 

選挙管理委員会から本日の予定を聞く 

立会演説会の説明を聞く 

一

斉

・選挙管理委員の役割を

明確にする 

掲 示

物 

展 

 

開 

１ 

 

展 

 

開 

２ 

 

 

 

 

立会い演

説会 

応援演説と立候補者の演説を聞く 

（会長→副会長→議長→書記） 

各候補者に質問する 

 

 

投票についての説明を聞く 

３年生→２年生→１年生の順に、受付へ

投票用紙をもらいに行き、記入場所で、

記名をして投票する。 

一

斉

 

 

 

個

別

・質問をする生徒が偏ら

ないように指名する 

・生徒会選挙に関する質

問に限定する 

 

・投票用紙は事前に配布

し、忘れないように会

場に持参させる 

・会場が込み合わないよ

うに、入場に時間差を

つける        

 

ま

と

め 

 

振り返り 

投票が終わった生徒は、事前学習で習っ

た選挙についての復習プリントをする。

投票後、選挙管理委員は投票箱を持って

生徒会室で開票する。 

個

別
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資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

書記 議長 副会長 会長 

候補者
こ う ほ し ゃ

氏名
し め い

 候補者
こ う ほ し ゃ

氏名
し め い

候補者
こ う ほ し ゃ

氏名
し め い

 候補者
こ う ほ し ゃ

氏名
し め い

 

    

  高等部
こうとうぶ

生徒会
せいとかい

選挙
せんきょ

   

投 票
とうひょう

日時
に ち じ

 平成
へいせい

28年
ねん

1月
がつ

21日
にち

 

投票所
とうひょうじょ

 京都府立 B支援
し え ん

学校
がっこう

 会議室
かいぎしつ

  

 
名簿番号    氏      名 

  
 

投 票 用 紙 交 付 
会長 副会長 議長 書記 

    
 

 

一
、
候
補
者

こ
う
ほ
し
ゃ

の
氏
名

し

め

い

は
、
欄
内

ら
ん
な
い

に
一
人

ひ

と

り

書か

く
こ
と
。 

 
 

二
、
候
補
者

こ
う
ほ
し
ゃ

で
な
い
者も

の

の
氏
名

し

め

い

は
、
書か

か
な
い
こ
と
。 

特別支援学校指導事例        

社会科 指導事例【実践する】 

 

１ 対 象 高等部○組 ○名 

２ 場 所 ○組教室 

３ 単元名 「１８歳選挙について」考えよう！ 

４ 目標 

・１８歳からに選挙権が引き下げになったことについて知る 

・政治と選挙について学ぶ 

・候補者や政党の情報の集め方について知る 

・模擬選挙を行い、投票の仕方を学ぶ 

５展開 

 学習内容 指導留意点 備考 

導 

 

 

入 

・始めのあいさつ 

１８歳から選挙権が与えられたこ

とについて問う。 

 

 

・選挙権について関心があるか確認を行う。 

・選挙管理委員会からはがきが届くことを確認す

る。 

教室 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

「１８歳選挙権について」 

・１８歳から選挙権を持つように

なった理由を考える。 

 

・世界各国の選挙権年齢を知る。 

 

 

・政治と選挙についての関わりを

知る（代表者を選ぶ 有権者） 

 

・どんな選挙があるのか知る。 

 

 

・候補者や政党の情報の集め方に

ついて知る。 

 

 

「模擬選挙」 

・花野が岡町の暮らしの状況を知

る。 

 

 

 

・総務省が提示している「１８歳選挙」について

の趣旨を理解させる。 

（少子高齢化・人口減少社会について） 

 

・世界各国の選挙権年齢を知ることにより、政治

や社会に関心をもつことの大切さを伝える。 

 

・選挙、有権者、代表者を選ぶことについて理解

を深めさせる。 

 

・いろいろな選挙があることを知らせる。 

今回の選挙についてどんな選挙なのか簡単に伝

える。 

・情報を集める方法や候補者を選ぶ基準について

理解させる。 

 

 

・そこに住んでいることを前提に考えてこの町を

どうしていきたいか考えさせる。 

・プリントを配ってよりわかりやすく町の状況を

説明する。 

 

 

教室 
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